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下
の
地
域
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は

じ

め

に

現
在
の
都
市
の
中
で
、
旧
城
下
町
に
そ
の
源
流
を
も
っ
て
い
る
も
の
が
、
陣
屋
町
を
含
め
て
総
数
四
五
二
あ
る

(lz
し
か
し
、
そ
れ
ら

大溝城下の地域構造とその特質

の
町
も
大
半
が
近
代
都
市
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、

一
部
の
都
市
で
観
光
資
源
と
し
て
そ
の
面
影
を
残
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
う
し

た
城
下
の
景
観
を
残
す
町
を
訪
ね
る
と
、
お
お
よ
そ
ど
の
町
も
独
自
の
町
並
み
が
存
在
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
反
面
、
共
通
の
画
一
化
さ

れ
た
町
並
み
を
も
見
い
だ
す
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
は
城
下
町
と
い
う
封
建
時
代
の
都
市
が
、
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
政
治
的
意
図
で
計
画
的
に
建

設
さ
れ
、
封
建
的
諸
制
度
の
も
と
で
構
築
さ
れ
た
と
い
う
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。

近
江
の
場
合
も
、
そ
う
し
た
城
下
町
の
系
譜
を
引
く
都
市
が
存
在
す
る
。
大
津
(
膳
所
)
を
は
じ
め
彦
根
、
長
浜
、
近
江
八
幡
な
ど
で

あ
る
。
大
津
の
よ
う
な
複
合
都
市
は
別
と
し
て
も
、
彦
根
、
長
浜
、
近
江
八
幡
な
ど
で
は
、
城
郭
と
と
も
に
城
下
町
で
あ
っ
た
こ
と
を
町
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の
活
性
化
に
大
き
く
取
り
入
れ
、
観
光
の
資
源
と
し
て
も
活
用
し
て
い
る
。
そ
の
町
並
み
を
見
る
と
、
い
ず
れ
も
白
壁
の
武
家
屋
敷
群
と

と
も
に
寺
町
、
町
人
町
、
人
工
的
に
施
さ
れ
た
街
路
な
ど
の
画
一
的
な
構
成
が
自
に
入
る
。
こ
れ
は
先
に
述
べ
た
同
じ
社
会
背
景
の
上
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に
、
い
ず
れ
の
町
も
琵
琶
湖
に
面
し
た
地
理
的
条
件
が
共
通
の
条
件
と
し
て
存
在
し
た
た
め
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
近
江
の
城
下
町
に
限
ら
ず
と
も
同
様
の
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
そ
う
し
た
中
で
の
独
自
の
景
観
は
、
そ
の
城
下
が
持
ち
得

る
領
国
内
外
へ
の
中
心
性
と
と
も
に
、
流
通
経
済
的
要
素
に
よ
る
活
況
の
度
合
い
、
す
な
わ
ち
城
下
に
加
え
て
の
複
合
的
要
素
に
よ
っ
て

若
干
の
差
異
が
み
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。
例
え
ば
、
今
ま
で
に
分
析
を
試
み
た
五
万
石
規
模
の
美
作
の
津
山
城
下
(2)

・
播
磨
の
龍
野
城

下
(3)

で
は
、

い
ず
れ
も
内
陸
部
の
城
下
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
吉
井
川
・
揖
保
川
を
町
造
り
に
取
り
入
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
を
利
用
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
周
辺
地
域
と
密
接
に
結
び
つ
き
、
あ
る
面
で
は
独
自
の
町
造
り
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
同
じ
琵
琶
湖
に
面
し
、
位
置
的
に
は
湖
西
に
立
地
す
る
唯
一
の
城
下
で
あ
る
大
溝
に
つ
い
て
、
非
常
に
小
藩
で
あ
る
が
そ
の
地

域
構
造
が
や
は
り
共
通
の
要
素
か
ら
な
り
、
ど
の
よ
う
な
特
質
が
う
か
が
え
る
の
か
少
し
み
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

な
お
、
大
溝
城
下
に
つ
い
て
は
高
島
町
史
編
さ
ん
の
過
程
で
多
く
の
史
料
が
新
た
に
採
訪
で
き
Z
、
『
高
島
町
史
』
を
は
じ
め
、
す
で

に
そ
の
歴
史
的
変
遷
や
士
庶
居
住
地
域
の
比
較
な
ど
分
析
・
紹
介
を
試
み
て
い
る
(5)

。
そ
れ
ら
を
も
と
に
大
溝
城
下
の
地
域
構
造
や
そ
の

特
質
に
つ
い
て
整
理
し
て
い
き
た
い
。

大
溝
城
下
の
成
立
と
展
開

大
講
は
、
近
世
に
は
わ
ず
か
二
万
石
の
城
下
で
あ
り
、
地
理
的
に
近
江
盆
地
と
い
う
内
陸
部
で
あ
る
と
は
い
え
琵
琶
湖
に
臨
む
位
置
に

あ
っ
て
、
織
田
信
澄
の
築
い
た
大
海
域
は
琵
琶
湖
を
取
り
込
ん
だ
形
で
構
築
さ
れ
た
水
城
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
城
下
も
河
川
・
運
河
な
ど

に
よ
っ
て
海
浜
と
結
ぼ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
琵
琶
湖
に
臨
む
、
む
し
ろ
臨
海
(
湖
)
の
城
下
と
い
っ
た
位
置
付
け
の
ほ
う
が
望
ま
し

し、。



大
溝
城
下
の
起
源
は
天
正
六
年
(
一
五
七
八
)
織
田
信
澄
が
養
父
磯
野
員
昌
の
跡
を
継
ぎ
、
信
長
に
よ
っ
て
高
島
一
郡
が
与
え
ら
れ

て
、
新
庄
城
(
新
旭
町
)
か
ら
大
溝
に
移
り
、
城
を
築
く
と
同
時
に
町
造
り
を
行
な
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
こ
の
時
の
町
造
り
は
琵
琶
湖

の
入
江
で
あ
っ
た
洞
海
(
乙
女
ケ
池
)
に
築
か
れ
た
水
域
を
中
心
に
周
囲
に
侍
町
を
、
さ
ら
に
そ
の
西
と
北
に
町
屋
を
配
し
た
。
こ
れ
ら

の
町
は
信
澄
が
新
庄
や
南
市
(
安
曇
川
町
)
か
ら
移
転
さ
せ
て
形
態
を
整
え
た
と
考
え
ら
れ
る
(6)

。
お
よ
そ
、
こ
の
時
期
に
近
世
を
通
じ

て
の
大
溝
城
下
の
根
幹
が
形
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
さ
ら
に
現
在
に
至
る
ま
で
そ
の
町
割
り
が
生
き
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
元
和
五
年
(
二
ハ
一
九
)
八
月
に
、
伊
勢
国
安
濃
郡
か
ら
分
部
光
信
が
入
封
す
る
ま
で
の
約
四

0
年
間
、
秀
吉
の
直
轄
領
を

も
含
め
て
め
ま
ぐ
る
し
い
領
主
の
交
替
を
み
た
。
し
か
し
、
そ
の
聞
の
慶
長
八
年
(
一
六

O
三
)
に
は
、
大
溝
城
を
取
り
壊
し
て
甲
賀
郡

水
口
城
建
設
の
資
材
と
し
て
流
用
さ
れ
、
大
溝
城
下
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
え
る
城
郭
が
取
り
払
わ
れ
た
2
0
高
島
・
野
洲
郡
の
所
領
を
与

え
ら
れ
た
分
部
光
信
は
、
天
守
の
な
い
大
溝
の
城
下
へ
入
り
、
信
澄
時
代
の
三
ノ
丸
に
陣
屋
を
築
き
入
封
し
た
。
そ
し
て
、
信
澄
の
造
つ

大溝城下の地域構造とその特質

た
城
下
の
整
備
・
拡
張
に
着
手
し
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
領
主
の
変
遷
や
城
下
の
整
備
・
発
展
に
つ
い
て
は
、
『
高
島
町
史
」
な
ど
に

詳
述
さ
れ
て
い
る
が
、
城
下
の
発
展
と
と
も
に
そ
の
地
域
構
造
が
ど
の
よ
う
に
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
、
少
し
整
理
し
て
お
こ
う
。

大
溝
城
下
は
、
分
部
光
信
の
入
封
後
、
信
澄
の
築
い
た
城
下
を
踏
襲
し
つ
つ
次
第
に
整
備
・
拡
大
さ
れ
て
き
た
。
陣
屋
を
中
心
に
し

て
、
西
方
山
手
の
石
垣
村
に
家
臣
の
武
家
屋
敷
を
配
し
、
ま
た
伊
勢
上
野
か
ら
転
居
し
た
職
人
や
商
人
の
居
住
を
従
来
の
町
屋
地
域
を
拡

張
し
て
認
め
、
同
業
者
町
も
設
定
し
た
。
と
同
時
に
水
路
や
街
路
の
整
備
に
も
着
手
し
て
、
武
家
屋
敷
と
町
屋
地
域
を
水
路
を
も
っ
て
区

別
す
る
な
ど
、
軍
事
・
経
済
の
両
面
を
備
え
る
近
世
的
な
城
下
に
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
分
部
光
信
が
構
築
し
た
陣
屋
は
、
も
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ち
ろ
ん
光
信
の
居
宅
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
こ
が
政
庁
で
も
あ
っ
て
、
陣
屋
は
内
濠
が
め
ぐ
ら
さ
れ
郭
内
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
郭
内
の
周

囲
に
は
武
家
屋
敷
が
配
置
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
外
濠
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
は
石
垣
・
土
塁
を
め
ぐ
ら
し
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て
惣
門
を
設
け
た
。
こ
の
郭
内
を
含
む
外
濠
内
を
惣
郭
(
曲
輪
)
と
称
し
た
。
こ
の
惣
郭
は
東
西
田
町
余
り
、
南
北
二
町
余
り
の
地
域
を

占
め
、
惣
郭
内
に
は
、
縦
通
り
に
あ
た
る
東
西
通
り
に
、
北
町
・
中
町
・
南
町
の
三
通
り
が
、
ま
た
横
の
南
北
通
り
・
東
町
通
り
が
そ
れ

ぞ
れ
設
け
ら
れ
、
各
武
家
屋
敷
の
周
囲
に
は
、
植
木
が
植
え
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
惣
郭
の
東
側
に
は
、
現
在
も
そ
の
遺
構
を
残
す
長
屋

門
の
形
式
を
も
っ
惣
門
が
、
他
の
個
所
に
は
西
門
・
南
門
・
会
所
門
が
そ
れ
ぞ
れ
設
け
ら
れ
て
、
惣
郭
と
町
屋
が
明
確
に
区
別
さ
れ
た
の

で
あ
っ
た
(8E

こ
こ
に
近
世
城
下
の
特
色
の
ひ
と
つ
で
あ
る
士
庶
居
住
区
域
の
確
定
が
な
さ
れ
た
。
ま
さ
に
近
世
の
社
会
背
景
で
あ
る
身

分
制
度
を
平
面
に
置
換
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

郭
内
に
構
築
さ
れ
た
陣
屋
は
方
形
の
構
造
で
、
東
側
に
大
溝
城
が
付
随
す
る
と
い
う
形
態
を
と
っ
て
い
た
。
そ
の
陣
屋
の
規
模
は
、
本

丸
が
東
西
三

O
問
(
約
五
四
メ
ー
ト
ル
)

-
南
北
三
二
問
、
二
ノ
丸
が
東
西
九
二
問
(
約
一
六
五
・
六
メ
ー
ト
ル
)

南
北
二
九
問
、
そ

し
て
陣
屋
の
置
か
れ
た
三
ノ
丸
は
、
東
西
四
六
間
(
八
二
・
八
メ
ー
ト
ル
)

南
北
六
O
聞
で
あ
っ
た
互
。

町
屋
地
域
で
は
、
「
大
溝
旧
図
」
に
そ
の
位
置
が
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
B
、
南
北
十
一
町
(
約
一
一
一
人

0
メ
ー
ト
ル
)

-
東
西
約
三

i
四
町
(
約
三
三

0
メ
ー
ト
ル
j
四
四
0
メ
ー
ト
ル
)
で
南
北
に
細
長
く
形
成
さ
れ
た
。
湖
岸
よ
り
か
ら
本
町
通
り
・
中
町
通
り
・
西
町

通
り
・
石
垣
通
り
と
い
う
南
北
の
四
筋
を
中
心
に
二

O
ケ
所
か
ら
形
成
さ
れ
て
い
た
(
図
)
。

ま
た
織
田
信
澄
の
築
い
た
大
溝
城
、
城
下
お
よ
び
分
部
氏
の
大
溝
陣
屋
、
城
下
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
注
目
さ
れ
る
史
料
が

う
か
が
え
る
。
信
澄
の
大
溝
城
お
よ
び
城
下
建
設
の
大
工
作
事
に
つ
い
て
は
、
当
時
、
築
城
作
事
方
大
工
棟
梁
と
な
っ
た
村
谷
家
の
「
口

上
書
」
立
に
「
織
田
七
兵
衛
様
、
高
嶋
郡
御
知
行
之
時
、
大
海
御
取
立
被
遊
候
師
、
私
先
祖
村
谷
次
郎
左
衛
門
江
、
御
城
内
御
域
下
共
、

家
作
事
方
之
大
工
棟
梁
被
仰
付
候
」
と
あ
り
、
大
溝
城
下
近
村
の
音
羽
村
に
居
住
す
る
大
工
村
谷
次
郎
左
衛
門
を
大
工
棟
梁
に
、
郡
内
の

大
工
を
動
員
し
て
大
工
作
事
を
進
め
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
分
部
氏
の
陣
屋
建
設
に
際
し
で
も
、
同
じ
く
音
羽
村
の
村
谷
家
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図 大海域下の地域構造(享保期)
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が
座
敷
・
長
房
・
高
塀
・
御
殿
の
改
修
工
事
を
請
負
っ
た
「
御
普
請
注
文
」
書
が
残
さ
れ
て
お
り
豆
、
村
谷
嘉
右
衛
門
と
い
う
大
工
棟
梁

が
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

大
溝
城
下
の
地
域
構
造

ま
ず
大
溝
城
下
の
武
家
屋
敷
地
域
に
つ
い
て
み
て
み
る
。
分
部
氏
の
家
臣
に
つ
い
て
、
そ
の
数
は
正
保
・
慶
安
期
(
一
六
四
四
i
五

二
、
つ
ま
り
分
部
光
信
が
入
部
し
て
約
三

O
年
を
経
た
時
期
に
、

一
五
一
名
が
「
勢
州
御
普
代
慶
安
年
中
諸
士
以
下
由
緒
書
」
に
分
部

氏
の
家
臣
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
B
ち
し
か
し
、
別
の
史
料
で
は
元
和
五
年
(
一
六
一
九
)
の
大
溝
城
下
の
武
家
屋
敷
地
域
の
様
子
を

示
す
絵
図
が
残
っ
て
お
り
8
、
惣
郭
内
に
四
五
名
の
屋
敷
割
が
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
家
臣
団
の
構
成
等
に
つ
い
て
は
、
鎌
田
道
隆
氏

の
「
大
溝
藩
の
家
臣
団
構
成
と
財
政
」
(
『
奈
良
大
学
紀
要
』

一
七
号
)
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
の
で
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
取
り
上
げ
る
必
要

は
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
武
家
屋
敷
地
域
と
い
う
平
面
に
限
っ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

先
の
元
和
五
年
の
「
家
中
屋
敷
割
図
」
に
よ
れ
ば
四
五
軒
が
記
さ
れ
て
お
り
E
、
そ
れ
は
い
ず
れ
も
知
行
給
が
一

O
O
石
か
ら
三
五

O

石
取
程
度
の
者
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
廃
藩
時
の
武
家
屋
敷
地
域
を
描
い
た
図
に
よ
れ
ば
、
元
和
五
年
に
四
五
軒
が
記
さ
れ
て
い
た
部
分

に
は
四
二
軒
が
、
さ
ら
に
陣
屋
の
北
側
部
分
に
四
軒
が
記
さ
れ
、
居
住
地
域
に
若
干
の
移
動
が
み
ら
れ
て
い
る
(
担
。
し
か
し
、
そ
の
範
は

分
部
氏
入
封
当
時
に
整
備
し
た
惣
郭
内
に
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
ひ
と
つ
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
織
田
信
澄
の
建

設
し
た
城
下
で
は
分
部
氏
時
代
の
城
下
の
武
家
屋
敷
地
域
の
西
側
に
下
級
武
士
の
居
住
地
域
で
あ
る
足
軽
町
が
存
在
し
て
い
た
が
、
分
部

氏
の
城
下
で
は
そ
う
し
た
下
級
武
士
の
居
住
地
域
の
明
確
な
記
載
が
な
い
こ
と
で
あ
る

E
。
確
か
に
近
世
に
な
っ
て
城
お
よ
び
城
下
そ
の

も
の
に
、
軍
事
的
要
素
が
薄
れ
た
と
は
い
う
も
の
の
、
先
の
家
臣
団
一
五
一
名
と
い
う
数
字
の
中
に
は
、
二

O
石
取
以
上
の
知
行
給
は
一
一
一



分
の
一
ほ
ど
で
あ
り
、
残
り
は
現
米
給
の
下
級
武
士
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
の
下
級
武
士
層
の
居
住
し
て
い
た
の
は
ど
の
あ
た
り
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
享
保
一
七
年
の
「
大
講
旧
図
」
に
よ

れ
ば
(
辺
、
伊
勢
町
を
は
じ
め
石
垣
町
・
西
町
な
ど
に
御
家
人
の
屋
敷
割
が
み
え
る
。
伊
勢
町
な
ど
は
分
部
氏
の
前
封
地
の
地
名
を
付
し
た

も
の
で
、
領
主
分
部
氏
と
の
ゆ
か
り
の
深
い
町
名
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
分
部
氏
が
伊
勢
の
地
か
ら
こ
の
大
海
へ
移
る
と
き
に
連
れ

て
き
た
家
臣
の
な
か
で
、

一
部
の
上
級
家
臣
を
除
き
下
級
の
家
臣
に
つ
い
て
は
、
町
屋
地
域
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

次
に
、
町
屋
地
域
に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
町
屋
地
域
に
つ
い
て
は
享
保
一
七
年
(
一
七
二
二
)
改
の
「
大
溝
旧
図
」
が
残
さ
れ

て
お
り
B
、
当
時
の
城
下
の
様
子
を
端
的
に
う
か
が
わ
せ
て
く
れ
る
。

図
の
よ
う
に
城
下
そ
の
も
の
は
南
北
に
細
長
く
伸
び
、
城
下
を
通
過
す
る
西
近
江
路
(
北
国
街
道
)
に
沿
っ
て
発
達
し
た
街
村
状
の
町

場
で
あ
っ
た
。
南
か
ら
街
道
を
北
上
し
て
く
る
と
勝
野
橋
(
欄
干
橋
)
の
手
前
両
側
に
勝
野
町
、
そ
し
て
橋
を
渡
っ
て
城
郭
の
東
側
に
六
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軒
町
・
長
万
町
・
江
戸
屋
町
と
続
く
。
ま
た
、
惣
郭
の
北
側
の
通
り
に
面
し
て
職
人
町
。
そ
の
辺
り
か
ら
北
へ
街
道
を
含
め
て
四
本
の
通

り
、
す
な
わ
ち
湖
岸
寄
り
か
ら
本
町
通
り
・
中
町
通
り
・
西
町
通
り
・
石
珂
一
通
り
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
通
り
を
中
心
に
本
町
通
り
に
は

南
か
ら
蝋
燭
町
・
南
市
本
町
・
新
庄
本
町
・
今
市
本
町
が
、
中
町
通
り
に
は
南
市
中
町
・
新
庄
中
町
・
今
市
中
町
が
、
西
町
通
り
に
は
西

町
・
伊
勢
町
、
石
垣
通
り
に
は
石
垣
町
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
っ
た
。
本
町
通
り
に
は
小
田
川
の
手
前
で
西
に
屈
曲
し
て
さ
ら
に
北
上
し
て
お

り
、
今
市
新
町
・
新
庄
新
町
が
続
い
て
い
た
。
東
西
の
通
り
に
は
、
本
町
通
り
と
中
町
通
り
を
結
ぶ
十
四
軒
町
、
北
端
に
は
紺
屋
町
が
あ

り
、
本
町
通
り
か
ら
大
溝
の
港
を
結
ぶ
通
り
に
は
北
舟
入
町
が
あ
っ
た
。
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こ
の
う
ち
南
市
本
町
あ
た
り
は
、
武
家
屋
敷
地
域
と
町
屋
地
域
の
接
点
で
あ
る
惣
門
に
も
近
く
、
ま
た
大
溝
港
に
も
近
い
位
置
に
あ
っ

た
た
め
、
松
本
豊
寿
氏
や
豊
田
武
氏
の
い
う
町
屋
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
を
形
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
お
)
。
こ
の
町
屋
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
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タ
!
と
い
う
の
は
、
城
下
の
大
手
筋
で
街
道
の
通
過
す
る
交
通
の
要
衝
に
位
置
し
、
領
国
経
済
流
通
の
拠
点
と
な
る
地
域
の
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
は
絵
図
の
上
か
ら
も
容
易
に
推
測
が
成
り
立
つ
が
、
さ
ら
に
こ
の
南
市
本
町
が
町
屋
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
と
し
て
機
能
し
て
い

た
こ
と
は
、
同
町
の
「
町
内
諸
要
記
」
な
ど
の
記
録
類
に
見
え
る
職
業
記
載
や
(
辺
、
そ
の
ほ
か
の
記
事
に
よ
っ
て
裏
づ
け
ら
れ
る
。
そ
し

て
、
今
日
の
機
能
分
析
な
ど
に
よ
っ
て
そ
の
地
位
が
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
明
白
で
あ
る
2
3

い
わ
ば
城
下
で
の
最
も
繁
華
な
地
域

で
、
さ
ら
に
は
領
国
経
済
の
中
枢
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
「
大
溝
旧
図
」
か
ら
は
二

O
ケ
町
の
具
体
的
な
屋
敷
割
り
を
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
二

O
ケ
町
の
ほ
と
ん
ど
が

通
り
を
は
さ
む
形
で
両
側
に
位
置
す
る
町
屋
を
一
区
画
と
し
た
両
側
町
で
あ
り
、
短
冊
型
の
屋
敷
割
り
が
な
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

町
屋
は
、
多
く
が
間
口
三
j
五
問
、
奥
行
二
一

i
一
五
間
程
度
の
も
の
が
多
く
細
長
い
長
方
形
の
町
屋
で
あ
っ
た
。
「
大
溝
旧
図
」
の
中

か
ら
屋
敷
割
り
に
間
口
の
間
数
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
を
整
理
す
る
と
表
l
の
通
り
で
あ
る
8
0
全
体
的
な
傾
向
と
し
て
本
町
通
り
、

てコ

ま
り
街
道
に
面
し
た
町
屋
で
は
屋
敷
割
り
の
規
模
も
大
き
く
間
口
一

O
間
余
・
奥
行
二

O
間
近
く
と
い
っ
た
町
屋
も
見
受
け
ら
れ
、
富
裕

町
人
の
居
住
も
う
か
が
わ
れ
る
。
と
り
わ
け
南
市
本
町
の
福
井
家
・
新
庄
本
町
の
中
西
家
な
ど
は
、
織
田
信
澄
時
代
に
は
有
力
被
官
で
あ

り
、
八
刀
部
氏
時
代
に
あ
っ
て
も
大
溝
町
の
年
寄
分
と
し
て
の
役
割
に
あ
っ
た
た
め
、
広
大
な
屋
敷
地
を
持
ち
得
て
い
た
。
ま
た
、
北
辺
の

今
市
新
町
・
新
庄
新
町
で
は
、
間
口
・
奥
行
と
も
に
画
一
的
で
ま
さ
に
為
政
者
が
計
画
的
に
構
築
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い

ょ、っ。寺
院
は
、
勝
安
寺
・
妙
琳
寺
・
流
泉
寺
な
ど
の
五
ケ
寺
で
い
ず
れ
も
惣
門
か
ら
ほ
ど
遠
く
な
い
位
置
に
存
在
し
た
。
こ
れ
は
他
城
下
の

よ
う
に
軍
事
的
意
味
を
持
た
せ
た
寺
町
と
い
う
形
で
の
寺
院
の
集
住
は
企
図
し
な
か
っ
た
ま
で
も
、
そ
う
し
た
要
素
は
少
な
か
ら
ず
保
持

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
寺
院
の
立
地
す
る
位
置
が
陣
屋
部
か
ら
程
遠
く
な
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
推
測
で
き
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「大溝旧図」にみる町屋の規模(享保17年=1732)

町 名
車T 数 3問 3間 4間 5問 6問 7間 8間 9問
(関数記載分) 以下 ~ 以上

勝野町古 25 (25) 1 3 11 3 2 5 

六軒町古 5 ( 5) 3 1 1 

長万町古 17 (17) 1 7 2 3 l 3 

江戸屋町古 16 ( 8) 2 3 2 1 

蝋燭町古 6 ( 6) 3 1 1 

職人町 11 (11) 1 4 2 3 

石垣町 12 (12) 1 2 7 1 1 

南市本町古 21 (12) 3 3 2 1 3 

十四軒町 8 ( 8) 4 2 1 1 

南市中町 13 (13) 9 3 l 

西 町 48 (40) 1 14 18 5 l 1 

今市新町 24 (24) 6 12 2 2 1 

新庄新田T 24 (24) 1 2 18 2 1 

表1

「大講旧図J (r横田三千太郎家文書j)で、表間口の間数の記載のあるもののみについて

整理した。

大印を付した町名は西近江路沿いの町名である。

る
ま
た
、
長
万
町
に
は
「
御
会
所
」
が
あ
り
、
こ
こ
は
町
の
支

配
を
実
際
に
担
当
す
る
町
役
人
の
執
務
し
た
役
所
で
あ
り
、
元

文
二
年
(
一
七
三
七
)
に
は
「
制
札
場
」
が
江
戸
町
屋
と
石
垣

町
の
二
ケ
所
に
あ
っ
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
2
0

城
下
の
構
成
要
素
と
し
て
は
お
お
よ
そ
以
上
の
よ
う
で
あ

る
そ
の
他
、
こ
の
大
溝
城
下
に
お
い
て
特
徴
的
で
あ
る
の
は
、

さ
き
の
「
大
溝
旧
図
」
に
も
描
か
れ
て
い
る
が
、
城
下
の
通
り

の
中
央
を
幅
一
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
石
垣
水

路
が
走
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
2
3

こ
れ
ら
は
従
来
、
堀
割
を

利
用
し
て
町
屋
に
引
水
し
て
い
た
の
を
城
下
の
町
割
り
の
整
備

と
と
も
に
四
つ
の
水
路
に
改
修
し
た
も
の
で
、
飲
用
・
防
火
の

た
め
の
生
活
用
水
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
城
下
の
町
屋
は
井
戸

を
持
た
ず
、
江
戸
中
期
以
後
は
城
下
の
西
方
の
湧
き
水
地
帯
に

元
井
戸
を
掘
っ
て
水
を
た
め
、
そ
こ
か
ら
竹
樋
を
地
中
に
通
し

て
町
屋
に
水
を
通
す
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
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た
め
引
水
を
通
し
て
町
の
中
に
五
人
組
や
井
戸
組
・
と
ゆ
仲
間
な
ど
の
共
同
体
も
生
ま
れ
て
い
る
き
。

一
方
、
下
水
道
の
方
は
町
並
み
の

裏
手
に
裏
川
が
敷
設
さ
れ
て
背
戸
川
に
合
流
、
琵
琶
湖
に
流
入
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

最
後
に
、
城
下
の
地
域
構
造
の
特
色
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
同
業
者
町
に
つ
い
て
少
し
触
れ
て
お
こ
う
。
近
世
に
成
立
を
み
る
城
下
町

は
、
同
職
同
業
者
の
地
域
的
集
住
が
み
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
職
業
名
や
商
品
名
、
あ
る
い
は
商
品
の
取
引
先
名
・
職
人
商
人
の
出
身
地
名

な
ど
を
町
名
に
、
町
共
同
体
を
構
成
す
る
場
合
が
よ
く
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
同
職
同
業
者
の
利
益
の
安
定
が
背
景
に
あ
っ
た
と
と
も
に
、

一
方
で
城
下
の
職
人
・
商
人
の
支
配
と
統
制
と
い
っ
た
領
主
側
の
要
請
に
よ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

織
田
信
澄
の
構
築
し
た
城
下
で
は
、
た
だ
一
つ
の
「
職
人
町
」
が
存
在
し
て
お
り
2
、
ど
の
よ
う
な
職
種
の
職
人
の
集
住
が
な
さ
れ
て

い
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
た
だ
、
勝
野
町
と
打
下
村
の
大
工
所
を
め
ぐ
る
争
い
が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
さ
、
大
工
職
人
の
存
在

は
確
認
で
き
、
さ
ら
に
一
般
的
な
鍛
治
職
人
・
細
工
職
人
な
ど
の
存
在
・
集
住
が
推
測
さ
れ
る
。
慶
長
七
年
(
一
六

O
二
)
に
は
「
大
溝

-
打
下
村
検
地
帳
」
に
、
上
職
人
町
・
下
職
人
町
の
記
載
が
あ
り

g
、
職
人
が
数
多
く
居
住
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、

分
部
氏
は
伊
勢
か
ら
の
入
封
に
際
し
て
職
人
を
移
住
さ
せ
て
、
惣
門
の
北
に
職
人
町
を
造
っ
た
。
「
大
溝
旧
図
」
に
よ
れ
ば
、
職
人
町
以

外
に
も
同
業
者
町
が
み
ら
れ
、
紺
屋
町
・
蝋
燭
町
・
舟
入
町
が
職
人
商
人
町
と
し
て
存
在
し
た
。
さ
ら
に
江
戸
中
期
ご
ろ
か
ら
は
醤
油
・

酒
な
ど
の
醸
造
業
や
絞
油
業
な
ど
も
成
立
し
、
南
市
本
町
辺
り
に
集
住
し
た
と
も
推
測
さ
れ
る
。
寛
政
元
年
(
一
七
八
九
)
の
「
町
方
心

得
申
渡
覚
」
に
よ
る
と
(
辺
、
「
当
町
酒
屋
敷
之
事
七
軒
」
と
記
さ
れ
城
下
に
酒
造
仲
間
ゃ
、
油
屋
・
豆
腐
屋
仲
間
の
存
在
も
確
認
で
き

る
。
な
お
、
西
近
江
路
沿
い
(
国
道
二
ハ
一
号
線
沿
い
)
の
こ
の
地
域
は
、
今
日
で
も
そ
の
面
影
を
残
す
商
家
が
立
ち
並
び
、
城
下
時
代

の
機
能
を
引
き
継
い
で
い
る
。
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大溝城下の人口

年代
戸数 人口 男女別人口 出 典

(西暦)

宝暦7年
戸 人 人 人

(1757) 
286 1，039 男513 女513 『磯野家文書』・『中村穣家文書」

天明8年
277 1，026 男570 女618

『福井芳郎家保管文書』

(1788) 『大溝町明細帳』

寛政元年
272 1，026 男513 女513

『福井芳郎家文書」

(1789 ) r町方心得申i度覚』
天保9年

1，188 『磯野家文書』 ・『宗旨改中日記』
(1838) 

明治初年 1，970 
矢守一彦『幕藩社会の地域構造』表86

表2

四

領
内
人
口
と
城
下
人
口

先
に
大
溝
城
下
に
お
け
る
地
域
構
造
に
つ
い
て
み
て
き
た
。

一
般
的
に
城
下
は
、
近

世
の
封
建
社
会
を
平
面
に
置
換
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る

が
、
大
溝
城
下
に
あ
っ
て
も
小
藩
な
が
ら
そ
う
し
た
点
は
根
底
に
貫
か
れ
て
お
り
、
だ

い
た
い
に
お
い
て
大
・
中
藩
の
城
下
と
大
差
の
な
い
地
域
構
造
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
次

に
、
そ
う
し
た
画
一
的
に
構
築
さ
れ
た
近
世
城
下
町
に
お
け
る
人
口
構
造
に
よ
っ
て
、

大
溝
城
下
の
地
域
構
造
の
特
質
を
う
か
が
う
手
が
か
り
と
し
た
い
。

大
海
域
下
に
居
住
す
る
人
々
の
構
成
は
、
ま
ず
城
主
で
あ
る
藩
主
、
そ
し
て
そ
の
家

臣
で
あ
る
武
士
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
そ
の
家
族
が
い
る
。
さ
ら
に
商
人
・
職
人
な
ど

の
町
人
、
僧
侶
な
ど
が
城
下
で
生
活
を
し
て
い
た
。
残
念
な
が
ら
こ
れ
ら
城
下
全
体
の

人
口
を
推
測
で
き
る
史
料
が
な
い
た
め
、
数
字
的
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
町
人
人

口
に
つ
い
て
の
み
み
る
こ
と
に
す
る
。
表
2
は
城
下
の
町
人
人
口
を
宝
暦
七
年
(
一
七

五
七
)
、
天
明
八
年
(
一
七
八
八
)
、
寛
政
元
年
(
一
七
八
九
)
、
天
保
九
年
二
八
三

八
)
と
明
治
初
年
に
つ
い
て
み
た
も
の
で
あ
る
。
男
女
比
率
・
戸
数
の
わ
か
る
も
の
に

つ
い
て
は
同
時
に
上
げ
て
お
い
た
。
表
か
ら
は
明
治
期
を
除
い
て
お
お
よ
そ
一

0
0
0

余
人
程
度
の
人
口
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
れ
は
明
治
期
の
数
字
が
士
・
華
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大i葬城下南市本町の生業表3

天明4年11月(1784)

南部かせぎ(2軒)・津軽かせぎ・椛商

売・酒商売・醤油屋・米屋(2軒)・肥

し物屋(2軒)・菜種泊屋・干物屋・菓

子屋・硯商売・荒物屋(2軒)・質屋・

古手屋・瀬戸物屋・郷宿(4軒)・賃仕

事・手習謡師匠・百姓(3軒)・下作百

姓・日雇(2軒)

南部かせぎ(2軒)・津軽かせぎ・朽木

問屋・椛屋(2軒)・酒屋・醤油屋・見

世商(3軒)・茶屋・菓子屋・郷宿(3 

軒)・御屋敷奉公・大工・百姓(3軒)

請作百姓・日雇(4軒)・医者・隠居

安永2年 5月(1773)

31(戸数15戸)28(戸数17戸)

-
卒
族
を
含
み
、
す
な
わ
ち
も
と
の
武
家
人
口
を
も
含
む
旧
城
下
全
体
の
人
口
と
考
え
ら

れ
る
た
め
に
差
異
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
城
下
の
人
々
の
生
業
に
つ
い
て
み
る
。
寛
政
元
年
の
「
町
方
心
得
申
渡
覚
」
に

よ
る
と

g
、
こ
こ
大
溝
城
下
の
「
渡
世
之
事
」
と
し
て
「
南
部
津
軽
江
商
参
り
候
者
少
々

御
座
候
、
其
外
京
・
大
津
・
大
坂
よ
り
諸
色
買
来
村
方
江
売
申
候
、
又
朽
木
よ
り
炭
木
出

候
を
買
、
方
々
江
商
申
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
京
坂
や
大
津
か
ら
各
種
物
資

を
仕
入
れ
、
村
方
へ
販
売
し
た
り
、
南
部
・
津
軽
の
物
産
を
日
本
海
経
由
で
商
う
も
の
、

慨
朽
木
よ
り
炭
木
を
運
ん
で
売
り
さ
ば
く
も
の
が
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

h
川汁1一
さ
ら
に
具
体
的
に
み
る
と
、
南
市
本
町
の
場
合
、
{
安
女
、
永
水
二
年
(
ご
一
七
七
三
)
五
月
と
天

む
明
四
年
一
二
一
月
の
家
職
が
「
町
内
諸
要
記
」
に
記
さ
れ
て
い
る
(2泣
)
石
。
そ
れ
を
整
理
し
た
の

散
が
表
3
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
場
合
も
酒
屋
・
醤
油
屋
・
椛
屋
・
郷
宿
な
ど
が
記
さ
れ
て
お

保限
り
、
ま
た
戸
数
に
比
較
し
て
職
種
の
多
さ
か
ら
は
、
兼
業
が
多
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て

芳井
い
る
。
た
と
え
ば
、
三
四
郎
が
醤
油
・
質
・
古
手
・
米
・
肥
し
物
・
百
姓
の
六
種
、
九
兵

福川
衛
が
郷
宿
・
米
・
瀬
戸
物
・
肥
し
物
の
四
種
な
ど
一
軒
で
多
く
の
兼
業
を
し
て
い
る
も
の

戸
い
-
2
ロ要

忽
旬内町

も
あ
っ
た
。
ま
た
、
表
中
の
南
部
・
津
軽
稼
ぎ
と
い
う
の
は
、
今
日
で
い
う
総
合
商
社
で

あ
る
小
野
組
の
関
係
で
あ
る
。

そ
し
て
、
百
姓
の
記
載
が
い
ず
れ
の
場
合
も
四
軒
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
大
溝
城
下



が
比
較
的
農
村
に
近
い
位
置
に
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
単
純
に
農
業
者
の
存
在
を
農
村
に
結
び
つ
け
る
の
は
早
計
で
あ
る
と
い
っ
た
そ

し
り
は
免
れ
得
な
い
と
思
う
が
、
こ
れ
か
ら
触
れ
る
領
内
人
口
と
城
下
人
口
の
係
わ
り
、
さ
ら
に
は
城
下
の
経
済
的
位
置
な
ど
を
鑑
み
て

も
、
そ
う
し
た
推
測
は
容
易
に
成
り
立
つ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

先
ほ
ど
み
て
き
た
城
下
人
口
に
再
び
戻
っ
て
み
よ
う
。
領
内
人
口
と
城
下
人
口
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
小
野
均
氏
(
さ
を
は
じ
め
関
山
直

太
郎
氏
3
・
矢
守
一
彦
氏
(
き
な
ど
に
よ
っ
て
す
で
に
分
析
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で
そ
う
し
た
研
究
成
果
に
基
づ
い

て
大
溝
城
下
の
場
合
を
少
し
紹
介
し
つ
つ
、
こ
れ
も
大
溝
城
下
の
地
域
構
造
の
特
色
を
探
る
手
が
か
り
と
し
た
い
。

関
山
氏
の
『
近
世
日
本
人
口
の
研
究
」
な
ど
に
よ
れ
ば
§
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
人
口
と
石
高
の
正
比
例
関
係
は
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
ら
に
矢
守
氏
は
『
幕
藩
社
会
の
地
域
構
造
』
の
な
か
で
豆
、
小
野
氏
の
「
新
城
下
町
の
人
口
集
中
範
囲
を
み

る
に
、
大
体
に
於
て
領
主
権
の
及
ぶ
範
囲
に
過
ぎ
な
い
」
と
い
っ
た
点
を
も
含
み
、
所
領
の
石
高
と
領
内
人
口
は
ほ
ぼ
正
比
例
し
、
し
た

大溝城下の地域構造とその特質

が
っ
て
領
内
総
人
口
と
城
下
町
の
人
口
規
模
と
の
聞
に
も
、
ほ
ぼ
正
比
例
関
係
の
成
立
が
予
測
さ
れ
る
と
言
及
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の

相
関
関
係
に
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
例
外
も
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
例
外
の
事
例
に
つ
い
て
は
、

い
ち
い
ち
紹
介
す
る

余
裕
が
な
い
の
で
省
略
す
る
。

大
溝
藩
の
場
合
、
近
世
の
領
内
総
人
口
を
城
下
人
口
と
と
も
に
比
較
で
き
る
史
料
が
残
っ
て
お
ら
ず
、
再
び
矢
守
氏
の
「
幕
藩
社
会
の

地
域
構
造
』
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
表
部
の
「
城
下
町
人
口
と
領
内
人
口
」
の
分
析
を
利
用
す
る
お
)
O

他
城
下
と
と
も
に
大
溝
城
下
の

人
口
構
造
に
つ
い
て
ま
と
め
た
の
が
表
4
で
あ
り
、
彦
根
・
水
口
・
大
海
・
篠
山
・
三
田
の
場
合
は
領
内
人
口
の
一
割
以
上
が
城
下
人
口

181 

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
矢
守
氏
の
い
う
「
城
下
町
の
人
口
規
模
と
所
領
石
高
と
の
相
関
関
係
」
か
ら
す
れ
ば
、
石
高
に
比
較
し
て
幾
分

城
下
集
住
人
口
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
理
由
と
し
て
は
「
城
下
町
四
囲
に
有
力
な
経
済
都
市
を
も
た
な
か
っ
た
た
め
」
と
い
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城下町人口と領内人口

城下名 石高 ①領内人口 ②城下人口 ②/① 華・士・卒族 平民・その他

万石 人 人 出 % % 

彦根 25.5 189，954 24，368 12.8 3.8 96.2 

水口 2.5 21，768 4，914 17.9 7.1 92.9 

大講 2.0 12，461 1，970 15.8 4.3 95.6 

園部 2.6 35，828 2，651 7.4 5.2 94.8 

篠山 6.0 58，735 5，931 10.1 6.2 93.8 

豊岡 1.5 19，036 4，926 25.8 4.2 95.8 

三田 3.6 21，898 2，331 10.6 6.2 93.8 

高槻 3.6 54，928 4，281 7.8 4.4 95.6 

表4

払
う
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
(
拍
)
O

大
海
城
下
の
場
合
は
、
周
囲
に
流
通
経
済
の
要
素
を
持
ち

峨
う
る
都
市
(
町
場
)
が
な
く
、
南
は
小
松
・
木
戸
、
北
は
河
原
市
・
今
津
の
宿
駅
の
存
在

十
品日
を
み
る
程
度
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
宿
駅
も
湖
東
に
あ
っ
た
東
海
・
中
山
両
道

人納
の
宿
場
町
が
、
い
ず
れ
も
多
く
の
人
々
の
往
来
と
近
郷
農
村
の
中
心
的
位
置
を
占
め
、
あ

シ」一
川
る
程
度
の
人
口
集
住
と
流
通
経
済
の
機
能
を
兼
ね
備
え
て
い
た
の
に
対
し
て
、
湖
西
の
そ

刊
れ
は
人
々
の
往
来
も
余
り
多
く
は
な
く
、
ま
た
周
辺
農
村
の
在
郷
町
と
し
て
流
通
経
済
機

城一
向
能
を
持
ち
得
る
だ
け
の
要
素
が
備
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
大
溝
藩
の
高

釦
島
郡
内
の
所
領
に
あ
っ
て
、
大
、
議
城
下
は
都
市
的
要
素
を
持
ち
得
る
唯
一
の
町
場
で
、
城

明大
下
へ
の
人
口
集
中
度
が
比
較
的
高
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

に
3
aιτ 酬
で
は
、
こ
こ
で
も
う
一
度
大
溝
城
下
の
地
域
構
造
そ
の
も
の
に
ふ
り
か
え
っ
て
、
武
家

晶
屋
敷
地
域
と
町
屋
地
域
の
面
積
比
率
に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。

一
明
表
5
は
城
下
町
の
武
家
屋
敷
地
域
と
町
屋
地
域
の
面
積
比
率
に
つ
い
て
整
理
し
た
の
で

地的
あ
る
。
こ
の
表
も
、
先
の
矢
守
氏
の
研
究
成
果
を
利
用
す
る
こ
と
と
す
る
。
『
都
市
プ
ラ

社藩幕

ン
の
研
究
』
に
あ
る
「
侍
屋
敷
地
区
・
町
屋
地
区
の
面
積
構
成
比
率
」
の
表
を
抜
粋
し

矢守一彦

た(胡
)
O

な
お
、
大
溝
城
下
に
つ
い
て
は
享
保
一
七
年
「
大
溝
旧
図
」
お
よ
び
武
家
屋
敷
地

域
を
示
す
郭
内
図
な
ど
を
も
と
に
現
況
比
定
を
行
な
い
、
面
積
測
定
機
で
測
定
し
た
数
値

を
入
れ
た
。
七
城
下
中
四
つ
の
城
下
で
武
家
屋
敷
地
域
と
町
屋
地
域
の
比
率
が
ほ
ぼ
七
対
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城下町の武家屋敷・町屋地域の面積比率

城下名 石高 ①町屋面積 ②武家屋敷面積 ①+② 

万石 町 畝 町 畝 町 畝

彦根 25.0 52 26 16 82 02 29 134 29 15 
(39.0 ) (61.0 ) 

亀岡 5.0 23. 41. 08 8. 02. 03 31. 43. 11 
(74.5 ) (25.5 ) 

園部 2.6 10. 45. 15 5. 24. 03 15. 69. 18 
(66.7 ) (33.3 ) 

福知山 3.2 13. 85. 08 16. 24. 21 30. 09. 29 
(46.1 ) (53.9 ) 

篠山 6.0 23. 79. 23 39. 49. 02 63. 28. 25 
(3欠6) (62.4 ) 

柏原 2.0 11. 47. 22 6. 48. 13 17. 96. 05 
(63.9 ) (36.1 ) 

大 i蒜 2.0 15. 42. 23 6. 73. 02 22. 15. 25 
(70.0 ) (30.0 ) 

表5

矢守一彦 『都市プランの研究 変容系列と空間構成 J (昭和45.大明堂)
第2編「表2-3諸旧城下における侍屋敷・町屋地区別の面積および地価一覧」より抜粋。
大溝城下については、享保17年「大講旧図J (W横田三千太郎氏所蔵J)および武家屋敷
地域を示す郭内図など(同氏所蔵)によって現地比定を行ない、それを面積損u定機で測定し

た数値を使用した。

較
し
て
広
大
で
あ
っ
た
と
し、

つ
推
測
が
成
り
JL 
つ
で
あ
ろ

っ
O 

三
の
割
合
と
な
り
、
大
溝
城
下
の
場
合
は
、
ま
さ
に
そ
の
七
対

一
二
と
い
う
比
率
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
七
対
三
の
割
合
は
、
矢

守
氏
の
分
析
か
ら
で
て
き
た
「
概
ね
侍
屋
敷
七
割
、
町
屋

割
」
の
比
率
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
領
主
(
こ
れ

は
武
家
屋
敷
の
面
積
比
率
)
と
石
高
と
の
相
関
に
つ
い
て
は

「
概
ね
正
の
相
聞
を
示
し
」
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
吾
、
一
一

万
石
の
大
溝
城
下
の
場
合
で
は
武
家
屋
敷
地
域
の
面
積
比
率
が

二
割
程
度
で
、
こ
れ
は
先
に
述
べ
た
七
対
三
の
割
合
か
ら
す
れ

ば
矛
盾
が
生
じ
る
こ
と
と
な
る
。
武
家
屋
敷
地
域
の
面
積
が
幾

分
多
く
、
こ
う
し
た
傾
向
の
み
ら
れ
る
一
般
的
理
由
と
し
て
あ

げ
ら
れ
る
の
が
政
治
都
市
的
性
格
が
強
い
点
で
あ
る
。
そ
こ
で

大
溝
城
下
の
場
合
は
石
高
に
比
べ
て
多
く
の
家
臣
を
抱
え
て
い

た
か
、
も
し
く
は
家
臣
二
戸
当
り
の
屋
敷
地
面
積
他
城
下
に
比

で
は
い
ま
ま
で
の
分
析
で
、
大
溝
城
下
へ
の
人
口
集
中
度
が

高
い
点
ゃ
、
面
積
比
率
で
政
治
都
市
的
性
格
が
強
い
と
い
っ
た

点
に
、
城
下
そ
の
も
の
の
地
域
構
造
を
加
味
し
て
大
溝
城
下
の
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地
域
構
造
の
特
質
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。

五

ま

と

め

今
ま
で
大
海
域
下
の
地
域
構
造
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
大
溝
城
下
は
小
藩
で
あ
り
つ
つ
も
そ
の
地
域
構
造
は
、
近
世
城
下
と
し
て
の
共

通
の
構
成
要
素
か
ら
な
り
、
根
底
に
は
近
世
社
会
に
お
け
る
封
建
的
身
分
社
会
が
貫
か
れ
て
い
た
。
ま
た
、
城
下
の
成
立
は
織
田
信
澄
の

時
代
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
、

の
ち
分
部
氏
の
時
代
に
な
っ
て
整
備
・
拡
充
が
な
さ
れ
た
。
分
部
氏
の
時
代
の
城
下
は
武
家
屋
敷
地
域
を

除
き
、
町
屋
地
域
に
あ
っ
て
は
享
保
一
七
年
の
「
大
溝
旧
図
」
が
残
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
様
子
が
端
的
に
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
町
屋
地
域
は
二

O
ケ
町
か
ら
な
っ
て
お
り
、
道
路
を
は
さ
ん
で
両
側
か
ら
一
町
の
共
同
体
を
形
成
す
る
両
側
町
で
あ
っ

た
。
屋
敷
割
り
は
短
冊
型
の
も
の
で
一
町
が
一

O
戸
か
ら
二

O
余
戸
程
度
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
人
口
構
造
を
み
る
と
、
近
世
を
通
じ
て
町
人
人
口
は
お
よ
そ
一

0
0
0
人
程
度
で
、
こ
れ
に
武
家
人
口
を
加
え
て
領
内
人
口
の

ほ
ぽ
一
割
五
分
が
城
下
居
住
人
口
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
城
下
へ
の
人
口
集
中
度
が
比
較
的
高
く
、
石
高
な
ど
と
の
相
関
関
係
を

み
る
と
城
下
周
辺
の
経
済
都
市
(
都
市
と
い
わ
ず
と
も
町
場
)
の
未
発
達
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
武
家
屋
敷
地
域
と
町
屋
地
域
の
面
積
比
率
を
み
る
と
、

一
般
的
傾
向
が
そ
の
ま
ま
あ
て
は
ま
る
と
い
っ
た
形
態
を
取
り
つ
つ

も

一
割
程
度
の
武
家
屋
敷
地
域
の
面
積
過
多
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
町
屋
地
域
の
面
積
過
多
が
、
経
済
的
に
領
国
の
中
心
機
能

を
備
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
と
は
逆
に
可
そ
う
し
た
点
の
未
発
達
と
政
治
的
都
市
の
性
格
が
強
い
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
。
そ
し
て
武
家
屋
敷
地
域
と
町
屋
地
域
の
面
積
比
率
が
三
対
七
と
い
う
数
字
は
、
家
臣
数
の
多
さ
、
も
し
く
は
家
臣
の
屋
敷
二
円
あ
た

り
が
広
大
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
に
ま
で
そ
の
遺
構
を
残
す
武
家
屋
敷
(
笠
井
家
)
や
、
武
家
屋
敷
地



域
全
体
の
遺
構
を
み
て
も
、
さ
ほ
ど
広
大
で
あ
る
と
は
い
い
が
た
く
、
む
し
ろ
他
城
下
に
比
較
す
れ
ば
狭
少
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と

い
う
こ
と
は
家
臣
数
の
過
多
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
分
析
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
逆
に
、
町
屋
地
域

に
あ
っ
て
も
そ
の
面
積
が
狭
少
で
あ
っ
た
と
い
う
点
も
指
摘
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
町
屋
地
域
が
さ
ら
に
広
大
な
面
積
で
あ
れ
ば
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
武
家
屋
敷
地
域
の
比
率
は
低
く
な
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
点
で
は
、
大
溝
城
下
の
町
屋
地
域
で
領
国
の
流
通
経
済
的

核
と
な
る
町
屋
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
の
機
能
が
未
熟
で
あ
っ
た
こ
と
も
そ
の
一
因
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
大
溝
城
下
が
、
古
く
か
ら
勝
野
津
と
し
て
栄
え
、
近
世
に
引
き
継
が
れ
る
大
溝
港
を
城
下
内
に
擁
す
る
港
町
を
兼
ね
て
お
り
、
そ

の
機
能
を
十
分
に
活
用
で
き
て
い
れ
ば
、
よ
り
城
下
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
町
の
景
観
に
つ
い
て
も
街
村
状
で

は
な
く
、
団
塊
状
と
な
っ
て
経
済
的
地
位
の
向
上
に
結
び
付
い
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
近
世
初
期
に
豊
臣
秀
吉
が
若
狭
か
ら
の
荷

物
を
今
津
に
独
占
的
に
集
中
さ
せ
た
こ
と
に
よ
っ
て
大
溝
港
の
位
置
が
低
下
し
た
た
め
、
大
海
港
は
近
世
に
お
い
て
は
大
半
が
薪
炭
の
積

大講城下の地域構造とその特質

み
出
し
港
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
水
陸
の
結
節
点
で
あ
り
つ
つ
も
、
十
分
な
機
能
は
発
揮
で
き
ず
、
そ
の
繁
栄
は
期
待
さ
れ
た

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
も
う
て
白
…
、
大
溝
城
下
の
周
囲
に
町
場
の
発
達
が
み
ら
れ
ず
、
領
国
内
で
の
流
通
経
済
の
拠
点
と
し
て
活
用
が
図

ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
城
下
の
町
屋
地
域
の
発
達
を
阻
む
一
つ
の
要
因
と
も
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
点
が
十
分
に
克
服
さ
れ

て
い
れ
ば
、
さ
ら
に
町
屋
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
の
活
況
が
期
待
さ
れ
、
町
屋
地
域
も
、
よ
り
広
範
囲
に
拡
大
・
発
展
し
て
い
た
こ
と
で
あ

ろ、っ。こ
れ
は
、
高
島
商
人
が
東
北
地
方
に
お
い
て
広
く
活
躍
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、
城
下
に
お
け
る
経
済
状
況
の
一
端
が
垣
間
み
ら
れ
る

185 

の
で
あ
る
。
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註(
1
)

藤
岡
謙
二
郎
編
『
地
形
図
に
歴
史
を
読
む
』
第
四
集
(
大
明
堂
、
一
九
七
二
)
一
一
一
一
一
頁

(
2
)

拙
稿
「
城
下
町
津
山
の
発
展
と
吉
井
川
舟
運
」
、
『
史
朋
』
一
八
号
、
一
九
八
一

(
3
)

拙
稿
「
龍
野
城
下
の
構
造
と
捧
保
川
舟
運
」
、
『
仏
教
大
学
大
学
院
研
究
紀
要
』
一
一
一
号
、
一
九
八
四

(
4
)

昭
和
五
五
年
よ
り
古
向
島
町
史
編
さ
ん
が
本
格
化
し
、
幸
い
に
も
筆
者
も
史
料
調
査
の
お
手
伝
い
や
執
筆
の
機
会
が
与
え
ら
れ
、
そ
う
し
た
中
で

新
た
な
町
方
の
史
料
が
発
掘
で
き
た
。
今
回
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
横
田
家
・
磯
野
家
な
ど
の
史
料
も
そ
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
。
な
お
『
高

島
町
史
」
は
古
向
島
町
か
ら
、
一
九
八
三
に
刊
行
さ
れ
た
。

(
5
)

拙
稿
「
大
海
域
の
変
遷
」
(
高
島
町
文
化
財
資
料
集
四
、
一
九
八
四
)
。
拙
稿
「
士
庶
居
住
地
域
の
比
較
に
み
る
大
溝
城
下
」
、
『
近
江
地
方
史

研
究
』
第
二
四
号
、
一
九
八
八

(
6
)

福
井
清
家
文
書
「
織
田
城
郭
絵
図
面
」
、
妙
琳
寺
文
書

(
7
)

『
近
江
蒲
生
郡
志
』
巻
三
、
(
蒲
生
郡
役
所
、
一
九
二
二
)

(
8
)

横
田
三
千
太
郎
家
文
書
「
城
下
町
絵
図
」
・
「
家
中
屋
敷
絵
図
」

(
9
)

笠
井
家
文
書
「
陣
屋
図
」

(
閉
山
)
横
田
=
一
千
太
郎
家
文
書
「
享
保
十
七
年
大
溝
旧
図
」

(
日
)
村
谷
清
家
文
書
。
な
お
、
こ
の
村
谷
清
家
文
書
に
つ
い
て
は
、
藤
田
彰
典
・
八
杉
淳
「
近
江
国
高
島
郡
の
大
工
仲
間
史
料
」
(
上
)
・
(
中
)
、

『
史
朋
』
に
収
録
し
た
。

(
ロ
)
前
掲
(
日
)

(
日
)
長
野
家
文
書

(
は
)
前
掲
(
8
)

(
日
)
横
田
一
一
一
千
太
郎
家
文
書

(
日
)
前
掲
(
8
)

(
口
)
前
掲
(
6
)

(
同
)
前
掲
(
日
)



(
日
)
前
掲
(
日
)

(
却
)
松
本
豊
寿
『
城
下
町
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
』
(
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
八
)
。
豊
田
武
『
日
本
の
封
建
都
市
』
(
岩
波
書
底
、
一
九
五
二
)
。

(
幻
)
福
井
芳
郎
家
文
書
。
こ
の
「
町
内
諸
要
記
」
は
、
南
市
本
町
の
町
代
の
公
用
日
記
で
、
内
容
は
幕
府
の
法
令
や
藩
の
回
達
の
写
し
、
そ
の
他
、

日
常
の
出
来
事
な
ど
が
記
さ
れ
て
お
り
、
非
常
に
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。

(
勾
)
現
在
も
高
島
町
域
の
中
心
商
業
地
と
し
て
、
ま
た
数
年
前
ま
で
は
役
場
な
ど
の
行
政
機
能
を
持
ち
、
城
下
時
代
の
町
屋
シ
ビ
ソ
ク
セ
ン
タ
ー
と

し
て
の
地
位
を
保
持
し
て
い
る
。

(
お
)
こ
の
絵
図
に
お
い
て
は
、
「
一
間
六
分
之
割
」
と
縮
尺
が
記
さ
れ
て
お
り
、
表
ー
の
よ
う
な
お
お
ま
か
な
分
類
で
は
そ
の
傾
向
を
示
す
こ
と
も

可
能
で
あ
る
が
、
関
口
問
数
記
載
分
の
み
で
も
あ
る
程
度
の
傾
向
は
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
縮
尺
に
つ
い
て
は
、
そ
の
精
度
に
若
干
の
疑
問
も
残

さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
考
を
待
ち
た
い
。

(μ)
打
下
区
有
文
書

(
お
)
こ
の
水
路
は
、
現
在
も
残
っ
て
お
り
、
当
時
の
状
況
を
物
語
っ
て
く
れ
る
。
今
後
も
こ
の
ま
ま
の
形
で
保
存
・
継
承
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま

れ
る
。

(
お
)
横
田
三
千
太
郎
家
文
書
「
静
惰
堂
見
開
控
」
。
こ
の
五
人
組
・
井
戸
組
な
ど
の
共
同
体
は
、
元
井
戸
や
竹
樋
な
ど
の
管
理
に
あ
た
っ
た
。

(
幻
)
前
掲
(
6
)

(
お
)
前
掲
(
日
)

(
却
)
前
掲
(
M
)

(ω)
福
井
芳
郎
家
文
書

(
汎
)
前
掲
(
初
)

(
沼
)
前
掲
(
幻
)

(
お
)
小
野
均
『
近
世
城
下
町
の
研
究
』
(
至
文
堂
、
一
九
二
八
)

(
鈍
)
関
山
直
太
郎
『
近
世
日
本
の
人
口
構
造
』
(
吉
川
弘
文
館
、
一
九
五
八
)

(
お
)
矢
守
一
彦
「
幕
藩
社
会
の
地
域
構
造
』
(
大
明
堂
、
一
九
七
O
)
、
『
都
市
プ
ラ
ン
の
研
究
』
(
大
明
堂
、

(
お
)
前
掲
(
泊
)
一
一
一
一
頁
以
下

大溝城下の地域構造とその特質187 

一
九
七
O
)



188 

(
幻
)

(
お
)

(
鈎
)
(ω) 

(
M
U
)
 

前
掲
(
お
)
、
二
四
五
頁
j

前
掲
(
お
)
、
二
四
九
頁
、
表
八
六
よ
り

前
掲
(
お
)
、
二
五
一
頁

前
掲
(
お
)
、
二
九
七
頁
、
表
二
三
よ
り

前
掲
(
お
)
、
三

O
二
頁

本
稿
は
、
一
九
八
八
年
五
月
の
歴
史
地
理
学
会
に
お
い
て
口
頭
発
表
し
た
も
の
に
、
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
最
後

に
な
っ
た
が
、
史
料
の
閲
覧
を
ご
快
諾
い
た
だ
い
た
所
蔵
者
の
方
々
、
お
よ
び
公
務
多
忙
の
中
、
史
料
の
閲
覧
に
関
し
ま
し
て
ご
配

慮
、
ご
指
導
を
賜
っ
た
高
島
町
歴
史
民
俗
資
料
館
の
白
井
忠
雄
氏
に
対
し
、
こ
こ
に
拝
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。




